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(57)【要約】
【課題】１Ｇｂｐｓ及び１０Ｇｂｐｓのデータ系列を光
波長（λ１及びλ４）の下り光信号として光多重して送
信する局回線終端装置であり、光加入者回線端末装置Ｏ
ＮＵ＃１～ＯＮＵ＃Ｎの各々の光加入者回線端末装置か
ら、光波長λ２の上り光信号を受信する局回線終端装置
ＯＬＴ♯１００に於いて、故障発生時に回線復旧に要す
る時間を短縮化する。
【解決手段】 現用部１７は、光加入者回線端末装置Ｏ
ＮＵ（♯１～♯Ｎ）から受信する上り光信号の受信処理
を行い、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４は、上り信号と同
一の光波長λ２の１Ｇ、及び１０Ｇのデータ系列を加算
した擬似上り信号を生成し、光スイッチ部１６は局回線
終端装置及び複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検
出処理に於いて、複数の光加入者回線端末装置ＯＮＵ（
♯１～♯Ｎ）から受信する上り光信号に替えて擬似上り
信号を現用部１７へ供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１速度の第１信号が第１光波長の光信号に変換された第１下り光信号と第２速度の第
２信号が第２光波長の光信号に変換された第２下り光信号とを光多重して送信する局回線
終端装置であり、複数の光加入者回線端末装置における各光加入者回線端末装置から、第
１速度の第３信号が第３光波長の光信号に変換された上り光信号または第２速度の第４信
号が第３光波長の光信号に変換された上り光信号を受信する局回線終端装置であって、
　前記局回線終端装置は、
　　前記上り光信号の受信処理を行う現用系受信処理部と、
　　加算された第１速度の第５信号と第２速度の第６信号とが第３光波長の光信号に変換
された擬似上り信号を生成する擬似上り信号発生部と、
　　前記局回線終端装置及び前記複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検出処理に於い
て、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用系受信処理部へ供給する光スイ
ッチと
　を有することを特徴とする局回線終端装置。
【請求項２】
　前記現用系受信処理部に異常状態が発生すると該現用系受信処理部に替わって前記上り
光信号の受信処理を行う予備系受信処理部と、
　前記現用系受信処理部を監視し、前記受信処理における異常状態を検出すると、前記光
スイッチを制御し、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用系受信処理部へ
供給させ、前記受信処理における異常状態の消滅を検出すると、前記光スイッチを制御し
、前記上り光信号の受信処理を予備系受信処理部に実行させる監視制御部と
　を有することを特徴とする請求項１に記載の局回線終端装置。
【請求項３】
　前記現用系受信処理部に異常状態が発生すると該現用系受信処理部に替わって前記上り
光信号の受信処理を行う予備系受信処理部と、
　前記現用系受信処理部を監視し、前記受信処理における異常状態を検出すると、前記光
スイッチを制御し、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用系受信処理部へ
供給させ、前記受信処理における異常状態の不消滅を検出すると、所定の警告を発する監
視制御部と
　を有することを特徴とする請求項１に記載の局回線終端装置。
【請求項４】
　前記所定の警告は、光加入者回線端末装置の故障通知であること
　を特徴とする請求項３に記載の局回線終端装置。
【請求項５】
　第１速度の第１信号が第１光波長の光信号に変換された第１下り光信号と第２速度の第
２信号が第２光波長の光信号に変換された第２下り光信号とを光多重して送信する局回線
終端装置であり、複数の光加入者回線端末装置における各光加入者回線端末装置から、第
１速度の第３信号が第３光波長の光信号に変換された上り光信号または第２速度の第４信
号が第３光波長の光信号に変換された上り光信号を受信する局回線終端装置における局回
線終端装置の制御方法であって、
　現用系受信処理部が、前記上り光信号の受信処理を行う第１ステップと、
　擬似上り信号発生部が、加算された第１速度の第５信号と第２速度の第６信号とが第３
光波長の光信号に変換された擬似上り信号を生成する第２ステップと、
　光スイッチが、前記局回線終端装置及び前記複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検
出処理に於いて、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用系受信処理部へ供
給する第３ステップと
　を有することを特徴とする局回線終端装置の制御方法。
【請求項６】
　予備系受信処理部が、前記現用系受信処理部に異常状態が発生すると該現用系受信処理
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部に替わって前記上り光信号の受信処理を行う第６ステップと、
　監視制御部が、前記現用系受信処理部を監視し、前記受信処理における異常状態を検出
すると、前記光スイッチを制御し、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用
系受信処理部へ供給させ、前記受信処理における異常状態の消滅を検出すると、前記光ス
イッチを制御し、前記上り光信号の受信処理を予備系受信処理部に実行させる第７ステッ
プと
　を有することを特徴とする請求項５に記載の局回線終端装置の制御方法。
【請求項７】
　予備系受信処理部が、前記現用系受信処理部に異常状態が発生すると該現用系受信処理
部に替わって前記上り光信号の受信処理を行う第８ステップと、
　監視制御部が、前記現用系受信処理部を監視し、前記受信処理における異常状態を検出
すると、前記光スイッチを制御し、前記上り光信号に替えて前記擬似上り信号を前記現用
系受信処理部へ供給させ、前記受信処理における異常状態の不消滅を検出すると、所定の
警告を発する第９ステップと
　を有することを特徴とする請求項１に記載の局回線終端装置の制御方法。
【請求項８】
　前記所定の警告は、光加入者回線端末装置の故障通知であること
　を特徴とする請求項7に記載の局回線終端装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、速度の異なるデータ系列を送受信する局回線終端装置及び局回線終端装置の
制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年インターネットユーザの拡大普及が進んでいる。それに伴い、ブロードバンドネッ
トワークの主力はＡＤＳＬからＦＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ Ｔｏ Ｔｈｅ Ｈｏｍｅ）へと移行
しつつある。かかる環境下で用いられる、１Ｇｂｐｓ信号のネットワークシステムが公開
されている（非特許文献１参照）。また、１Ｇｂｐｓ信号と１０Ｇｂｐｓ信号とが混在す
る双方向ネットワークシステムがＩＥＥＥ８０２．３ａｖにおいて現在標準化中である。
そのシステムの内容について以下に説明する。
【０００３】
　図７は、速度の異なる信号が混在するＧＥ－ＰＯＮシステムのシステム構成図である。
　図に示すように、速度の異なる信号が混在するＧＥ－ＰＯＮシステムは、局回線終端装
置ＯＬＴ＃１が、１対Ｎ分岐の光分岐カプラ１５０を介して光加入者回線端末装置ＯＮＵ
（＃１～＃Ｎ）と接続され、ネットワーク（例えばイーサネット（登録商標））と加入者
端末装置（＃１～＃Ｎ）とが時分割多重方式でデータの送受信を行っている。
【０００４】
　局回線終端装置ＯＬＴ＃１は、ネットワークから１Ｇｂｐｓ、及び１０Ｇｂｐｓの電気
信号を受け入れて光信号に変換して多重化し、光ファイバ＃０を介して光分岐カプラ１５
０へ送出する。また、光分岐カプラ１５０から１Ｇｂｐｓ＋１０Ｇｂｐｓの光信号を受け
入れて電気信号に変換し、１Ｇｂｐｓの電気信号と、１０Ｇｂｐｓの電気信号とに分離し
てネットワークへ送出する。
【０００５】
　光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）は、対応する加入者端末装置＃１～＃Ｎか
ら受け入れた１Ｇｂｐｓ又は１０Ｇｂｐｓの電気信号に対して所定の送信処理を実行し、
１Ｇｂｐｓ又は１０Ｇｂｐｓの光信号に変換して光分岐カプラ１５０へ送出する。更に、
光分岐カプラ１５０から受け入れた１Ｇｂｐｓ、及び１０Ｇｂｐｓの光信号を電気信号に
変換し、所定の受信処理を実行し、対応する加入者端末装置＃１～＃Ｎへ１Ｇｂｐｓ又は
１０Ｇｂｐｓの電気信号として送出する。
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【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】沖テクニカルレビュー第１９７号Ｖｏｌ．７１Ｎｏ１．ｐ８４～ｐ８７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記システムでは、システム内部の何処かで発生した故障を局回線終端装置ＯＬＴ♯１
側で発見したときに、その故障が光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）の内部で発
生した故障なのか、局回線終端装置ＯＬＴ＃１の内部で発生した故障なのかを判断するの
が困難であった。即ち、１例として図中Ａ（１Ｇ受信処理部）、Ｂ（１０Ｇ受信処理部）
で不都合な信号が検出されたとすると、故障被疑対象は、図中Ｃ（ＤｕａｌＲａｔｅ光／
電気変換部）、Ｄ（光多重分離部）、Ｅ（光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃１）、Ｆ（光加
入者回線端末装置ＯＮＵ＃２）、Ｇ（光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃Ｎ）となる。
【０００８】
　このような状況下で、例えば光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）が故障してい
るのであればその装置を早急に交換する必要がある。あるいは、局回線終端装置ＯＬＴ＃
１が故障しているのであれば、その内部の故障箇所の交換、或いはまた冗長部への迅速な
切替えなどを実施する必要がある。しかしながら、上記システムでは速度の異なる信号が
ネットワーク中に混在しているため、同一速度の信号のみによるネットワークでは容易に
実行可能であった折り返し試験（ループバックテスト）も実行し難い、等の理由により、
故障箇所の検出が難しく、回線復旧に長時間を要すると云う解決すべき課題が残されてい
た。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の局回線終端装置は、第１速度の第１信号が第１光波長の光信号に変換された第
１下り光信号と第２速度の第２信号が第２光波長の光信号に変換された第２下り光信号と
を光多重して送信する局回線終端装置であり、複数の光加入者回線端末装置における各光
加入者回線端末装置から、第１速度の第３信号が第３光波長の光信号に変換された上り光
信号または第２速度の第４信号が第３光波長の光信号に変換された上り光信号を受信する
局回線終端装置であって、前記局回線終端装置は、前記上り光信号の受信処理を行う現用
系受信処理部と、加算された第１速度の第５信号と第２速度の第６信号とが第３光波長の
光信号に変換された擬似上り信号を生成する擬似上り信号発生部と、前記局回線終端装置
及び前記複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検出処理に於いて、前記上り光信号に替
えて前記擬似上り信号を上記現用系受信処理部へ供給する光スイッチとを有することを特
徴とする。
【００１０】
　また、本発明の局回線終端装置の制御方法は、第１速度の第１信号が第１光波長の光信
号に変換された第１下り光信号と第２速度の第２信号が第２光波長の光信号に変換された
第２下り光信号とを光多重して送信する局回線終端装置であり、複数の光加入者回線端末
装置における各光加入者回線端末装置から、第１速度の第３信号が第３光波長の光信号に
変換された上り光信号または第２速度の第４信号が第３光波長の光信号に変換された上り
光信号を受信する局回線終端装置における局回線終端装置の制御方法であって、現用系受
信処理部が、前記上り光信号の受信処理を行う第１ステップと、擬似上り信号発生部が、
加算された第１速度の第５信号と第２速度の第６信号とが第３光波長の光信号に変換され
た擬似上り信号を生成する第２ステップと、光スイッチが、前記局回線終端装置及び前記
複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検出処理に於いて、前記上り光信号に替えて前記
擬似上り信号を前記現用系受信処理部へ供給する第３ステップとを有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明の局回線終端装置では、上り信号と同一の光波長の擬似上り信号であり速度の異
なる複数の信号が加算された擬似上り信号を生成する擬似上り信号発生部と、局回線終端
装置及び前記複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検出処理に於いて、複数の光加入者
回線端末装置から受信する上り光信号に替えて擬似上り信号を現用系受信処理部へ供給す
る光スイッチとを備えるので、局回線終端装置が独自で自己の内部における故障箇所を検
出することが可能なので、速度の異なる信号が混在しているシステムに適用されても故障
箇所の検出が容易になる。その結果、回線復旧に要する時間を短縮化できるという効果を
得る。
【００１２】
　また、本発明の局回線終端装置の制御方法では、上り信号と同一の光波長の擬似上り信
号であり速度の異なる複数の信号が加算された擬似上り信号を生成する第２ステップと、
局回線終端装置及び前記複数の光加入者回線端末装置の故障箇所検出処理に於いて、複数
の光加入者回線端末装置から受信する上り光信号に替えて擬似上り信号を現用系受信処理
部へ供給する第３ステップとを備えるので、局回線終端装置の制御方法が独自で自己の内
部における故障箇所を検出することが可能なので、速度の異なる信号が混在しているシス
テムに適用されても故障箇所の検出が容易になる。その結果、回線復旧に要する時間を短
縮化できるという効果を得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムのシステム構成図であ
る。
【図２】１Ｇ／１０Ｇ信号発生部の構成及び機能の説明図である。
【図３】本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作説
明図（その１）である。
【図４】本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作フ
ローチャ－ト（その１）である。
【図５】本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作説
明図（その２）である。
【図６】本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作フ
ローチャ－ト（その２）である。
【図７】速度の異なる信号が混在する局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの
システム構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態を図を用いて詳細に説明する。
【００１５】
　（構成）の説明
　図１は、本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムのシステム構成図で
ある。
　図に示すように、本発明による局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムは、図
示しないＯＬＴ設置局の内部に配設される局回線終端装置ＯＬＴ＃１００が、１対Ｎ分岐
の光分岐カプラ１５０の集約ポートに光ファイバ＃０を介して接続され、光分岐カプラ１
５０の分岐ポートと光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）とが、光ファイバ（＃１
～＃Ｎ）を介して接続され、ネットワーク（例えばイーサネット（登録商標））と加入者
端末装置＃１～＃Ｎとが時分割多重方式でデータの送受信を行う光通信システムである。
ここでＧＥ－ＰＯＮシステムとは、ＩＥＥＥ８０２．３ａｖにて現在標準化中である最新
のＰＯＮシステムであり、Ｇｂｐｓ単位の双方向通信可能な、イーサネット（登録商標）
対応のＰａｓｓｉｖｅ Ｏｐｔｉｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋである。本発明では、図に示すよ
うに１Ｇ－ＥＰＯＮと１０Ｇ－ＥＰＯＮとが混在している。



(6) JP 2012-165438 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

【００１６】
　局回線終端装置ＯＬＴ＃１００は、その内部に１Ｇ送信処理部１１と、１Ｇ電気／光変
換部１２と、１０Ｇ送信処理部１３と、１０Ｇ電気／光変換部１４と、光多重分離部１５
と、光スイッチ部１６と、現用部１７と、予備部２１と、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４と
、監視制御部３０と、ＳＥＬ部３１とを備え、図示しないネットワーク及び光ファイバ＃
０と接続し、ネットワークから１Ｇｂｐｓ、及び１０Ｇｂｐｓの電気信号を受け入れて光
信号に変換して多重化し、光ファイバ＃０を介して光分岐カプラ１５０へ送出すると共に
、光ファイバ＃０を介して光分岐カプラ１５０から１Ｇｂｐｓ＋１０Ｇｂｐｓの光信号を
受け入れて電気信号に変換し、１Ｇｂｐｓの電気信号と、１０Ｇｂｐｓの電気信号とに分
離してネットワークへ送出する機器である。又、回線故障が検出されると、該当する故障
箇所を探索する機器である。更に、回線故障時に現用回線を予備回線に切替えて応急処置
を実行する機器でもある。以下に、上記各構成部分について詳細に説明する。
【００１７】
　１Ｇ送信処理部１１は、ＳＥＬ部３１を介して図示しないネットワークから受け入れた
１Ｇｂｐｓの電気信号フレームに所定の識別子を付与し、所定の送信処理を実行して１Ｇ
電気／光変換部１２へ送出する部分である。ここで、識別子には、フレームの宛先となる
ＬＬＩＤ値等が含まれている。
【００１８】
　１Ｇ電気／光変換部１２は、１Ｇ送信処理部１１から１Ｇｂｐｓの電気信号フレームを
受け入れて光信号に変換し、光多重分離部１５へ送出する光電変換素子である。通常レー
ザダイオード又はＬＥＤ等が用いられる。
【００１９】
　１０Ｇ送信処理部１３は、ＳＥＬ部３１を介して図示しないネットワークから受け入れ
た１０Ｇｂｐｓの電気信号フレームに所定の識別子を付与し、所定の送信処理を実行して
１０Ｇ電気／光変換部１４へ送出する部分である。ここで、識別子には、フレームの宛先
となるＬＬＩＤ値等が含まれている。
【００２０】
　１０Ｇ電気／光変換部１４は、１０Ｇ送信処理部１３から電気信号フレームを受け入れ
て光信号に変換し、光多重分離部１５へ送出する光電変換素子である。通常レーザダイオ
ード又はＬＥＤ等が用いられる。
【００２１】
　光多重分離部１５は、光スイッチ部１６から受け入れて光分岐カプラ１５０へ送出する
下り光信号と、光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）から受け入れて光スイッチ部
１６へ送出する上り光信号とを同一ポートから入出力させる波長合分波フィルタである。
通常は誘電体多層膜フィルタが用いられる。ここで下り光信号と上り光信号とは光波長が
異なる。下り光信号の光波長はλ１、及びλ４であり、上り光信号の光波長はλ２である
。
【００２２】
　光スイッチ部１６は、監視制御部３０によるスイッチ切換制御に基づいて光多重分離部
１５と、現用部１７及び予備部２１の何れかを接続したり、あるいはまた、光多重分離部
１５との接続を遮断し、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部と、現用部１７及び予備部２１の何れか
と接続したりする光スイッチである。通常可動部を有する機械式光スイッチや電気光学効
果等を利用した電子式光スイッチなどが用いられる。
【００２３】
　現用部１７は、その内部にＤｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８と、１Ｇ受信処理部
１９と、１０Ｇ受信処理部２０とを有し、光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）か
ら光分岐カプラ１５０を介して受け入れた上り光信号を電気信号へ変換し、所定の受信処
理を実行してＳＥＬ部３１を介して図示しないネットワークへ送出する現用系の信号処理
ブロックである。
【００２４】



(7) JP 2012-165438 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

　Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８は、光スイッチ部１６から受け入れた１Ｇｂｐ
ｓ＋１０Ｇｂｐｓの光信号を電気信号に変換し、１Ｇｂｐｓの電気信号と１０Ｇｂｐｓの
電気信号とに分離し、１Ｇｂｐｓの電気信号を１Ｇ受信処理部１９へ、１０Ｇｂｐｓの電
気信号を１０Ｇ受信処理部２０へ、それぞれ送出する部分である。通常フォトダイオード
などが用いられる。
【００２５】
　１Ｇ受信処理部１９は、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８から電気信号に変換さ
れた１Ｇｂｐｓのフレームを受け入れて、所定の順番に蓄積し、所定の受信処理を実行し
てＳＥＬ部３１を介してネットワークへ送出する部分である。
【００２６】
　１０Ｇ受信処理部２０は、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８から電気信号に変換
された１０Ｇｂｐｓのフレームを受け入れて、所定の順番に蓄積し、所定の受信処理を実
行してＳＥＬ部３１を介してネットワークへ送出する部分である。
【００２７】
　予備部２１は、その内部にＤｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８と、１Ｇ受信処理部
１９と、１０Ｇ受信処理部２０とを有し、現用部１７内部に故障が発生したとき等に現用
部１７に代わって光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）から光分岐カプラ１５０を
介して受け入れた上り光信号を電気信号へ変換し、所定の受信処理を実行してＳＥＬ部３
１を介して図示しないネットワークへ送出する予備系の信号処理ブロックである。
【００２８】
　１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４は、システム内部の何処かで発生した故障を局回線終端装
置ＯＬＴ♯１側で発見したときに、その故障が光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ
）の内部で発生した故障なのか、局回線終端装置ＯＬＴ＃１の内部で発生した故障なのか
を判断し、回線復旧時間の短縮化を図るために用いられる試験信号の発生器である。他の
図を用いてその詳細について説明する。
【００２９】
　図２は、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部の構成及び機能の説明図である。
　（ａ）図は構成の機能ブロック図である。（ｂ）図は、各部分での出力信号波形を示す
図である。
　（ａ）図に示すように、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４は、その内部に１Ｇパターン生成
部２５と、１０Ｇパターン生成部と、加算部２７と、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ電気／光変換部
２８と、光可変減衰部２９とを有する。
【００３０】
　１Ｇパターン生成部２５は、予め規格化されているパターン（例えば１５次擬似ランダ
ムパターン）のテスト信号を１Ｇバースト信号として生成する部分である。その出力信号
波形は（ｂ）図の［Ａ］に示すようにパターン長Ｐ１の１Ｇデータ（１）が出力され、続
いてＴ１時間後にパターン長Ｐ２の１Ｇデータ（２）が出力される。
【００３１】
　１０Ｇパターン生成部２６は、予め規格化されているパターン（例えば１５次擬似ラン
ダムパターン）のテスト信号を１０Ｇバースト信号として生成する部分である。その出力
信号波形は（ｂ）図の［Ｂ］に示すように１０Ｇパターン生成部２６の出力よりＴ２時間
遅れて、パターン長Ｐ３の１０Ｇデータ（１）が出力され、続いてＴ３時間後にパターン
長Ｐ４の１０Ｇデータ（２）が出力される。
【００３２】
　加算部２７は、１Ｇパターン生成部２５、及び１０Ｇパターン生成部２６から、それぞ
れの出力信号を受け入れて、加算して出力する部分である。その出力信号波形は（ｂ）図
の［Ｃ］に示すように、［Ａ］、及び［Ｂ］と同一時間軸上で１Ｇデータ（１）、１０Ｇ
データ（１）、１Ｇデータ（２）、１０Ｇデータ（２）の順に１Ｇ＋１０Ｇのバースト信
号が出力される。
【００３３】
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　Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ電気／光変換部２８は、加算部２７から１Ｇ＋１０Ｇバースト電気
信号を受け入れて波長λ２の光信号に変換して出力する部分である。その出力信号波形は
（ｂ）図の［Ｄ］に示すように、［Ｃ］と同一時間軸上で波長λ２の光信号が出力される
。
【００３４】
　光可変減衰部２９は、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ電気／光変換部２８から波長λ２の光信号を
受け入れて出力レベルを調整して出力する光減衰器である。その出力信号波形を（ｂ）図
の［Ｄ］及び［Ｅ］に示す。［Ｄ］は、光出力Ｐｏ１の場合を表し、［Ｅ］は、光出力Ｐ
ｏ２の場合を表している。
【００３５】
　以上説明したように、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４は、監視制御部３０の制御に基づい
て波長λ２の光信号を光出力Ｐｏ１から光出力Ｐｏ２の範囲にレベル調整して出力するこ
とになる。
【００３６】
　再度図１に戻って、監視制御部３０は、送受信制御フレームを介してシステム全体にお
ける信号の送受信を制御するとともに、装置内部の稼動状態、即ち、受信光レベル低下等
を監視し、ループバック制御を実行したり、電源故障などを監視してユーザに通知すると
ともに、光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）の状態変化を監視する部分である。
【００３７】
　光分岐カプラ１５０は、局回線終端装置ＯＬＴ＃１００から光ファイバ＃０を介して下
り光信号を受け入れて、Ｎ本の光ファイバ（＃１～＃Ｎ）に分岐し、該光ファイバ（＃１
～＃Ｎ）のそれぞれが接続されている光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）へ送出
すると共に、光ファイバ（＃１～＃Ｎ）のそれぞれが接続する光加入者回線端末装置ＯＮ
Ｕ（＃１～＃Ｎ）から上り光信号を受け入れて合波し、光ファイバ＃０を介して局回線終
端装置ＯＬＴ＃１００へ送出する光部品である。通常、光導波路型や、光ファイバ加熱溶
融型の光分岐結合器が用いられる。
【００３８】
　光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）のそれぞれは、１本の光ファイバ（光ファ
イバ（＃１～＃Ｎ）の内の１本）を介して光分岐カプラ１５０と接続し、さらに、自己を
特定する＃１～＃Ｎに対応する１個の加入者端末装置＃１～＃Ｎと接続する機器である。
【００３９】
　図に示すように、この光加入者回線端末装置ＯＮＵ（＃１～＃Ｎ）には、１例として１
Ｇ－ＥＰＯＮ対応の光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃１、＃２と、１０Ｇ－ＥＰＯＮ対応の
光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃Ｎとが光分岐カプラ１５０に接続されている。
【００４０】
　１Ｇ－ＥＰＯＮ対応の光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃１、＃２は、その内部に光多重分
離部４１と、１Ｇ光電気変換部４２と、１Ｇ受信処理部４３と、１Ｇ送信処理部４４と、
１Ｇ電気／光変換部４５とを有する。
【００４１】
　光多重分離部４１は、１Ｇ電気／光変換部４５から受け入れて光分岐カプラ１５０へ送
出する上り光信号と、光分岐カプラ１５０から受け入れて１Ｇ光電気変換部４２へ送出す
る下り光信号とを同一ポートから入出力させる波長合分波フィルタである。通常は誘電体
多層膜フィルタが用いられる。ここで下り光信号と上り光信号とは光波長が異なる。下り
光信号は光波長λ１であり、上り光信号は光波長λ２である。
【００４２】
　１Ｇ光電気変換部４２は、光多重分離部４１から受け入れた波長λ１の光信号を電気信
号に変換して１Ｇ受信処理部４３へ送出する部分である。１Ｇ受信処理部４３は、１Ｇ光
電気変換部４２から受け入れた１Ｇｂｐｓの電気信号に所定の受信処理を実行して加入者
端末装置♯１へ送出する部分である。この受信処理には自己のＬＬＩＤ値に対応するフレ
ームの抽出処理が含まれている。
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【００４３】
　１Ｇ送信処理部４４は、加入者端末装置♯１から受け入れた電気信号に所定の送信処理
を実行して１Ｇ電気／光変換部４５へ１Ｇｂｐｓの電気信号フレームとして送出する部分
である。この送信処理には、自己のＬＬＩＤ値の付与、及び送信タイミングの調整が含ま
れている。１Ｇ電気／光変換部４５は、１Ｇ送信処理部４４から１Ｇｂｐｓの電気信号フ
レームを受け入れて波長λ２の光信号に変換して光多重分離部４１へ送出する部分である
。
【００４４】
　同様にして、１０Ｇ－ＥＰＯＮ対応の光加入者回線端末装置ＯＮＵ＃Ｎは、その内部に
光多重分離部５１と、１０Ｇ光電気変換部５２と、１０Ｇ受信処理部５３と、１０Ｇ送信
処理部５４と、１０Ｇ電気／光変換部５５とを有する。
【００４５】
　光多重分離部５１は、１０Ｇ電気／光変換部５５から受け入れて光分岐カプラ１５０へ
送出する上り光信号と、光分岐カプラ１５０から受け入れて１０Ｇ光電気変換部５２へ送
出する下り光信号とを同一ポートから入出力させる波長合分波フィルタである。通常は誘
電体多層膜フィルタが用いられる。ここで下り光信号と上り出力光信号とは光波長が異な
る。下り光信号の光波長はλ４であり、上り光信号の光波長はλ２である。
【００４６】
　１０Ｇ光電気変換部５２は、光多重分離部５１から受け入れた波長λ４の光信号を電気
信号に変換して１０Ｇ受信処理部５３へ送出する部分である。１０Ｇ受信処理部５３は、
１０Ｇ光電気変換部５２から受け入れた１０Ｇｂｐｓの電気信号に所定の受信処理を実行
して加入者端末装置♯Ｎへ送出する部分である。この受信処理には自己のＬＬＩＤ値に対
応するフレームの抽出処理が含まれている。
【００４７】
　１０Ｇ送信処理部５４は、加入者端末装置♯Ｎから受け入れた電気信号に所定の送信処
理を実行して１０Ｇ電気／光変換部５５へ１０Ｇｂｐｓの電気信号フレームとして送出す
る部分である。この送信処理には、自己のＬＬＩＤ値の付与、及び送信タイミングの調整
が含まれている。１０Ｇ電気／光変換部５５は、１０Ｇ送信処理部５４から１０Ｇｂｐｓ
の電気信号フレームを受け入れて波長λ２の光信号に変換して光多重分離部５１へ送出す
る部分である。
【００４８】
　（動作）
　以上説明した本発明による局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムは以下のよ
うに動作する。
　最初に本発明による局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの正常稼動状態に
おける動作について説明し、続いて故障発生時における故障箇所を検出する動作について
説明する。
【００４９】
　本発明による局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの正常稼動状態では図１
に示すように、光スイッチ部１６は、監視制御部３０の制御に基づいて、波長λ２の上り
光信号を光多重分離部１５から受け入れて現用部１７へ送出している。この状態では、従
来技術と同様に、図１に示す１Ｇｂｐｓ＋１０Ｇｂｐｓの混在バースト信号が上り光信号
Ｓ１となって、光多重分離部１５から現用部１７へ送出され、該現用部１７により、１Ｇ
ｂｐｓの電気信号フレームと１０Ｇｂｐｓの電気信号フレームとに分離されＳＥＬ部３１
を介して図示しないネットワークへ送出される。
【００５０】
　図３、本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作説
明図（その１）である。
　この図は、局回線終端装置ＯＬＴ♯１００の１０Ｇ受信処理部２０に於いて故障が検出
された場合の故障検出方法と、故障解除方法を説明する図である。
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　図４は、本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作
フローチャ－ト（その１）である。
　このフローチャートを用いて、図３を併用しながら局回線終端装置ＯＬＴ♯１００の１
０Ｇ受信処理部２０に於いて故障が検出された場合の故障検出方法と、故障解除方法とを
ステップＳ１－１からステップＳ１－７までステップ順に説明する。
【００５１】
　ステップＳ１－１
　監視制御部３０は、１０Ｇ受信処理部２０に於いて故障を検出すると、光スイッチ部１
６の接続を２－３へ切替えて光多重分離部１５と現用部１７との接続をとき、１Ｇ／１０
Ｇ信号発生部２４と現用部１７とを接続する。
【００５２】
　ステップＳ１－２
　監視制御部３０は、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４から光スイッチ部１６を介して現用部
１７のＤｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８へ出力信号（図２）を送出させる。
【００５３】
　ステップＳ１－３
　このとき１０Ｇ受信処理部２０に於ける故障が解除されたときはステップＳ１－６へ進
み、解除されなかったときはステップＳ１－４へ進む。
【００５４】
　ステップＳ１－４
　監視制御部３０は、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８の故障であると判断する。
【００５５】
　ステップＳ１－５
　監視制御部３０は、光スイッチ部１６の接続を１－４へ切換て信号系統を現用部１７か
ら予備部２１へ切替えてフローを終了する。
【００５６】
　ステップＳ１－６
　監視制御部３０は、１０Ｇｂｐｓ系の光加入者回線端末装置（図３ではＯＮＵ♯Ｎ）の
故障と判断する。
【００５７】
　ステップＳ１－７
　監視制御部３０は、図示しない所定の警告通知手段を介して１０Ｇｂｐｓ系の光加入者
回線端末装置（図３ではＯＮＵ♯Ｎ）のユーザに対して所定の装置交換手続を実行してフ
ローを終了する。
【００５８】
　図５、本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作説
明図（その２）である。
　この図は、局回線終端装置ＯＬＴ♯１００の１Ｇ受信処理部１９に於いて故障が検出さ
れた場合の故障検出方法と、故障解除方法を説明する図である。
　図６は、本発明の局回線終端装置を適用したＧＥ－ＰＯＮシステムの故障箇所検出動作
フローチャ－ト（その２）である。
　このフローチャートを用いて、図５を併用しながら局回線終端装置ＯＬＴ♯１００の１
Ｇ受信処理部１９に於いて故障が検出された場合の故障検出方法と、故障解除方法とをス
テップＳ２－１からステップＳ２－７までステップ順に説明する。
【００５９】
　ステップＳ２－１
　監視制御部３０は、１Ｇ受信処理部１９に於いて故障を検出すると、光スイッチ部１６
の接続を３－２へ切替えて光多重分離部１５と現用部１７との接続をとき、１Ｇ／１０Ｇ
信号発生部２４と現用部１７とを接続する。
【００６０】
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　ステップＳ２－２
　監視制御部３０は、１Ｇ／１０Ｇ信号発生部２４から光スイッチ部１６を介して現用部
１７のＤｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８へ出力信号（図２）を送出させる。
【００６１】
　ステップＳ２－３
　このとき１Ｇ受信処理部１９に於ける故障が解除されたときはステップＳ２－６へ進み
、解除されなかったときはステップＳ２－４へ進む。
【００６２】
　ステップＳ２－４
　監視制御部３０は、Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部１８の故障であると判断する。
【００６３】
　ステップＳ２－５
　監視制御部３０は、光スイッチ部１６の接続を１－４へ切換で信号系統を現用部１７か
ら予備部２１へ切替えてフローを終了する。
【００６４】
　ステップＳ２－６
　監視制御部３０は、１Ｇｂｐｓ系の光加入者回線端末装置（図３ではＯＮＵ♯１及びＯ
ＮＵ♯２）の故障と判断する。
【００６５】
　ステップＳ２－７
　監視制御部３０は、図示しない所定の警告通知手段を介して１Ｇｂｐｓ系の光加入者回
線端末装置（図３ではＯＮＵ♯１及びＯＮＵ♯２）のユーザに対して所定の装置交換手続
を実行してフローを終了する。
【００６６】
　（効果）の説明
　以上説明したように、本発明の局回線終端装置によれば、故障発生時に光スイッチ部１
６が、局回線終端装置ＯＮＵ♯１００と、光加入者回線端末装置ＯＮＵ（♯１～♯Ｎ）と
の接続を解くことが可能であり、更に、局回線終端装置ＯＬＴ♯１００の内部に１Ｇ／１
０Ｇ信号発生部２４を備えるので、局回線終端装置ＯＬＴ♯１００が独自で自己の内部に
おける故障箇所を検出することが可能であり、速度の異なる信号がネットワーク中に混在
しているＧＥ－ＰＯＮシステムに適用されても故障箇所の検出が容易になるという効果を
得る。その結果、回線復旧に要する時間を短縮化できるという効果を得る。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　実施例の説明では、局回線終端装置ＯＬＴが接続するネットワークをイーサネット（登
録商標）に限定して説明したが、本発明はこの例に限定されるものではない。即ち、イン
ターネット網への接続も可能であり、更には、将来インタオペラビリティの確保も可能に
なってくる。
【符号の説明】
【００６８】
１１ １Ｇ送信処理部
１２ １Ｇ電気／光変換部
１３ １０Ｇ送信処理部
１４ １０Ｇ電気／光変換部
１５ 光多重分離部
１６ 光スイッチ
１７ 現用部
１８ Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ光／電気変換部
１９ １Ｇ受信処理部
２０ １０Ｇ受信処理部
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２１ 予備部
２４ １Ｇ／１０Ｇ信号発生部
２５ １Ｇパターン生成部
２６ １０Ｇパターン生成部
２７ 加算部
２８ Ｄｕａｌ Ｒａｔｅ電気／光変換部
２９ 光可変減衰部
３０ 監視制御部
４１ 光多重分離部
４２ １Ｇ光電気変換部
４３ １Ｇ受信処理部
４４ １Ｇ送信処理部
４５ １Ｇ電気／光変換部
５１ 光多重分離部
５２ １０Ｇ光電気変換部
５３ １０Ｇ受信処理部
５４ １０Ｇ送信処理部
５５ １０Ｇ電気／光変換部
１５０ 光分岐カプラ
ＯＮＵ♯１～ＯＮＵ♯Ｎ 光加入者回線端末装置
ＯＬＴ♯１００ 局回線終端装置
♯０～♯Ｎ 光ファイバ
λ１、λ２、λ４ 光波長

【図１】 【図２】
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